
浸水後の家屋への適切な対応

１．泥やゴミの除去

１．泥やゴミの除去
２．洗浄
３．乾燥

衛生対策の５つのステップ
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2019年12月更新

・まず泥やゴミが入っていないか
・床下浸水でも水が残っていないかを
確認しましょう

床下を掃除し、泥やゴミを除去する

消毒の前にまずは、泥やゴミの除去、洗浄、
乾燥が大事！

４．消毒 床下の消毒は
原則不要です

５．最後に徹底的に乾燥

時間を決めて休憩と水分補給をして、
体調に十分気をつけて作業してください

床に入るときは換気をし、
２人以上で作業します

床下浸水
の場合

床上浸水
の場合



被災された方の気持ちやペースにあわせよう／お話をたっぷり聞こう／真剣さと笑顔
を織り交ぜて／塩分と休憩はしっかりとろう

マニュアル

廃棄するものでも、家族にとっては大切な思い
出のつまった物ばかりです。取り扱いには十分
配慮しましょう。

（泥やゴミ、水が残っていないかの確認方法）

★特に注意すること
・サッシや敷居の下に潜り込んでいる板は無理に外さない
・一部切断する場合は、根太の中心で切ると再利用可能
・根太は切らない、どうしても切る場合は、大引きの中心で切る

この度の被害にあわれたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます

水害後の家屋への適切な対応
A.床下を確認する（床はがし）床下浸水でも必ず確認することをお勧めします

・畳の下にある板をはがす。
・板は無垢材なら洗浄して
陰干しすれば再利用可能。
・どの部屋の何番目なのか
｢印｣をつけてから外す。

・床下収納、点検口を開ける。
・床下に水や泥があれば除去。
・点検口などがない場合は、
工務店などで作ってもらう。
（相場は2～3万円）
★特に注意すること
・自分で点検口をつくる際は正方形（一辺60cm未満）に開ける。
・貼り合わせのフローリングは、長持ちしない可能性が高い。
・もぐって作業する場合は、換気に注意して必ず複数名で行う

和室の場合

洋室の場合

←点検口を作成して
床下の確認と乾燥

床下がプール状態
のことも→
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ここも忘れずに！ 通風口の見えない基礎の確認

この部分に泥等が詰まっていると床下の空気が滞留する

2.壁材を撤去する 浸水ラインから
20～30cm上まで撤去する

・カッター等で切れ目を入れて
剥がす。
・半分以上濡れていたら一枚分
全部廃棄する。
・濡れていないボードは残す。

石膏ボードの場合 石膏ボードの裏に大量の
カビが生えていることも↓

ここも忘れずに！ 通風口の見えない基礎の確認

この部分に泥等が詰まっていると床下の空気が滞留する

B.壁材を撤去する 浸水ラインから
20～30cm上まで撤去する

・カッター等で切れ目を入れて
剥がす。
・半分以上濡れていたら一枚分
全部廃棄する。

石膏ボードの場合 石膏ボードの裏に大量の
カビが生えていることも↓

床上浸水の場合、工務店などと相談し点検
壁材に関しては工務店などに相談・点検し、撤去等のご検討を
お願いします。



２．洗浄
・けがを防ぐために厚手のゴム手袋、ゴム長靴（あればゴーグルを
つけて目も保護します）、ほこりを吸い込まないためにマスクを付け
て清掃に当たります。
・（固い）床、壁、金属部分、調理台、シンクなどは水と石けん
（洗濯石けんや食器洗剤）で洗い流し、泥や破片を取り除きます。
・高圧洗浄機を用いると効果的に洗浄できますが、その際は、マス
クを着用し、換気に気をつけます。
・浸水して洗うことのできない家具（カーペット、布製ソファー等）
は撤去します。

道具用途一覧

・泥やゴミが付着した部分は必ず洗浄しましょう。
・臭いやカビの原因となります。



３．乾燥

４．消毒

4.乾燥させる 家の大敵は｢湿気｣です
洗浄、消毒のあとは、徹底的な乾燥が必要になります
乾燥には最低1ヵ月以上かけるつもりで、十分に乾かします

【乾燥のポイント】
★晴れた日は窓を開けて、外の
空気を取り込みましょう。
★床下の点検口などを開け、
できるだけ外気を床下に送り
込むようにしましょう。
★灯油は燃焼時に水分を発する
ので使用は控えましょう。
★換気扇も活用しましょう。
湿った空気が留まらないように、
空気を動かすことが大切です

水害後にカビの発生しやすい場所
・カラーボックスなど、木材を圧縮してあるもの
・システムキッチン（特に壁に接している背面の壁側の板 ↓画像参照）
・合材板（ベニヤ板、コンパネ）
・石膏ボードの裏側
※これらは交換・廃棄をお勧めします

・水分（湿気）の多い場所
・風通しの悪い場所

カビの発生条件
温度 ・ 湿度 ・ 栄養（カビが繁殖しやすい成分）

カビ対策の極意 とにかく換気 とことん乾かす

カビ対策・対応の方法

強力な風を
送りたい時は…

↑ダクトファン
(国産で約3万円)
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洗浄のあとは、乾燥が必要になります

浸水した家屋の感染症対策

消毒の前に十分清掃しましょう！

①ほこりから目や口を保護するため、ゴーグル・マスクを着用
②清掃中のケガ予防に、手袋・底の厚い靴などを着用
③ドアと窓をあけて、しっかり換気
④汚泥は十分に取り除き、しっかり乾燥
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

●感染症予防のためには、清掃と乾燥が最も重要です
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！
●屋外（床下や庭）の消毒は原則不要です

主な消毒液と使用方法

消毒の手順

●ゴム手袋・長靴、ゴーグル等を着用して作業しましょう！
●次亜塩素酸ナトリウム
汚染の程度がひどい場合、長時間浸水していた場合に使います
●アルコール、塩化ベンザルコニウム
色あせ、腐食などにより次亜塩素酸ナトリウムが使用できない場合に使います

感染症予防のためには、泥出しと清掃、そして乾燥が最も需要です
清掃が不十分だと、消毒の効果を発揮できません！！

５．最後に徹底的に乾燥

床下は原則、消毒不要です。
床上部分を消毒する場合も 1～3の工程が不十分だと
消毒の効果が発揮できません。

３と同様の方法でしっかり
乾燥をしましょう！
とにかく乾燥を！

（換気をしっかりすること）
※金属部分には付着しないように！

※本資料は、震災がつなぐ全国ネットワーク、認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード発行資料より引用し、作成しています

乾燥が不十分だとカビや臭い・腐敗の原因となります。

出典：厚生労働省
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